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１ 火災発生状況（令和８年中） 
（令和８年６月２２日現在 速報値） 

（１） 火災件数・焼損床面積・死者数・傷者数 

※（ ）は前年比を示します 

 

（２） 住宅火災による高齢者の死者発生状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 火災件数(件) 焼損床面積(㎡) 傷者(人) 死者(人) 

東京消防庁管内 
２、７３４ 

(＋２２７) 

９，４６２ 

(－５５６) 

４３０ 

(－２０) 

４９ 

(＋５) 

     

 

 
    

墨田区合計 
５０ 

( ＋１ ) 

６３ 

( －１２９ ) 

８ 

( ＋２ ) 

１ 

( ＋１ ) 

本所消防署管内 
２７ 

(＋１) 

０ 

(－５４) 

３ 

(＋２) 

０ 

(±０) 

向島消防署管内 
２３ 

(±０) 

６３ 

(－７５) 

５ 

(±０) 

１ 

(＋１) 

６４歳以下

６５歳～６９歳

７０歳～７４歳

７５歳～７９歳

８０歳～８９歳

９０歳以上

５人
５人

１４人

１０人

４人 ６人

東京消防庁管内 

住宅火災の死者は４４人 

そのうち高齢者が３８人（８６％）（令和８年６月２２日現在） 
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（３）住宅火災における出火原因別の死者発生状況（東京消防庁管内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出火原因別死者発生状況（令和８年６月２２日現在） 

 

「たばこ」、「コード」、「ストーブ」［こんろ］等が出火原因の発生状況とし 

て多くなっています。 

令和８年６月２２日（月）現在、墨田区内の死者は向島管内で１名発生し 

ています。 
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２ 救急件数（令和８年中） 
 

（１） 救急出場件数及び搬送人員 

   

 

（２） 救急事故種別件数 

 

（３） 程度別搬送人員 

 

救急搬送された方の５１パーセントが軽症となっています。 

 

 
  

 出場件数 搬送人員 

東京消防庁管内 
４３５，９３５件 

（＋７，０６７） 

３７６，３４１人 

（＋９，２９３） 

 急病 一般負傷 交通事故 その他 

東京消防庁管内 ２９４，５９６件 ８０，１２４件 １８，２８９件 ４２，９２６件 

 軽症 中等症 重症以上 

東京消防庁管内 ３６，６６５人 ２９，４７３人 ５，７０３人 

※（ ）は前年比を示します 

（令和８年６月２２日速報値） 

 

（令和８年６月２２日速報値） 

 

（令和８年１月３１日速報値 向島消防署作成） 
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３ 熱中症予防対策 
  令和７年は過去最多となる9,203名（※）の方が熱中症で救急搬送され

ました。熱中症から命を守る行動をお願いします。 

  ※東京消防管内、令和７年６月から9月末までの４か月間の数値 

 

屋外では・・・ 

▶ 帽子や日傘を使いましょう。 

▶ 日陰を選んで歩きましょう。 

▶ こまめに休憩をしましょう。 

屋内では・・・ 

▶ 扇風機やエアコンを使用しましょう。 

▶ ブラインドやすだれで直射日光を遮りましょう。 

 

 

 

▶ のどが渇く前に、こまめに水分補給をしましょう。 

特に高齢者は注意しましょう。 

▶ 起床時、入浴前後にも水分を補給しましょう。 

▶ 大量の汗をかいた時は塩分も補給しましょう。 

 

 

 

▶ スポーツを行う人はもちろん、指導者等も熱中症について理解しましょう。 

▶ 大量の発汗があった場合は、スポーツドリンクなど 

を摂取しましょう。 

▶ 応援や観戦などでも熱中症が発生しています。水分 

をしっかり補給し、注意を怠らないようにしましょう。 

 

 

 

▶ 地面に近いほど輻射熱は高くなります。 

▶ 子供は大人の想像以上に輻射熱等の影響を受けて 

いると考えましょう。 

▶ 子供を車の中で決して一人にしないでください。  

対策２ 水分補給は計画的、かつ、こまめにする。 

対策３ 運動時などは計画的な休憩をする。 

熱中症のポイント 
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４ リチウムイオン電池関連火災 
 リチウムイオン電池関連火災とは、リチウムイオン電池を搭載した製品 

から出火した火災のことをいいます。 
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５ 感震ブレーカー設置について 
震度５強相当の地震を感知し電気を自動で遮断します。感震ブレーカー 

 を設置して出火による被害を防ぎましょう。 

  阪神・淡路大震災や東日本大震災では約６割が電気火災でした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 7 - 

  

 


